
社会構造分野

加納隆至 ･大揮秀行 ･̀鈴木 晃

研究概要

A)中央アフリカザイール森林における野生ボノ

ボの社会及び行動の研究

加納隆至 ･橋本千絵l)･田代靖子1)

ザイール共和国ジョル地区ルオ学術保接区ワン

バ森林においてボノボ(ピグミーチンパンジー)

の組織的研究は,1991年9月から中断していたが､

1996年2月から再開した｡

B)東アフリカタンザニアにおける野生チンパン

ジーの研究

(1)マラガラシ川北岸における野生チンパンジ

ーの研究

加納隆至 ･小川秀司2)

タンガニイカ湖西岸に注ぐ最大のマラガラシ川

北岸に､リランシンパ丘陵を中心として､チンパ

ンジーの小さな孤立分布域の存在が1994年度の調

査で明らかにされている｡今年度の調査では､分

布範囲と密度の推定､および,生息地内外の植生

の調査壷おこなった｡

(2)ウガラ丘陵地域の乾燥生息地におけるチン

パンジーの生態

小川秀司2)

野生チンパンジー分布域の東限であり､最も乾

燥した地帯のひとつであるウガラ丘陵地域におい
て､同地域の植生およびチンパンジーのネストの
分布調査､食痕および糞分析を行い､彼らの生息
地利用に関するを研究をおこなった｡

C)性淘汰､社会構造に対する要因としての霊長

類のメス･の繁殖戦略

大将秀行 ･光永房子4)･柳原芳美3〉

霊長叛における性淘汰､および社会構造に影響

をおよばすメスの性行動を研究している｡これま

で放飼群やグループケージ飼育ニホンザルについ

てその行動を調べてきた｡メスの生殖生理学的解

析も重要であるため､生理学者の協力も得て研究

を行っている｡

D)中央アフリカ乾燥サバンナおよび多雨林にお

ける霊長類の社会生態学的野外研究

大将秀行

カメルーン北部のカラマルエ国立公園における

/てタズザルとミドリザルの野外研究を1984年より

継続している.今年度は現地調査は行わず､繁殖

期に生じる社会変動と繁殖行動の関係についてこ

れまでの資料を分析している.熱帯林の調査は.今

年度カメルーン南東部の新保讃区ロベケ保惑区､

およびガボンのロベ自然保韻区､プチロアンゴ自

然保護区について､類人猿の亜種分布調査を含む

霊長類の生息調査をおこなった.

E)タイ国南部の霊長類とその森林環境の保位に

関する基礎研究

大将秀行

1995年8-9月､翌年2月にタイのケン･クラチャ

ン国立公園､カオ･ヤイ国立公園において,タス

キールトン,ブタオザルの生息調査,採食行動調

査をおこなった｡

F)インドネシア､クタイ国立公園のオランウー

タンの野生における社会､生態学的研究

鈴木 晃

1983年から続けている野生オランウータンの生

態学的研究を続行している｡

(1)個体職別の下に約50平方キロメートルの観

察地に過去13年間に約50頭余りのオラウータン

の個体を観察してきた｡

(2)性発情周期,出産仔数等の情報が充実して
きた｡

(3)石炭開発の中で石炭会社との間で,保掛 こ

関する打ち合わせや!進行している｡本研究は､

本研究所とインドネシア､バジヤジヤラン大学

との間で大学間協力研究として進行されてきて

いるものである｡

G)マカク類の比較社会学的･生態学的研究

加納隆至･大搾秀行･小川秀司2)･

田中 香1)･田代靖子H･新宅広二S)

マカク類の生態 ･社会進化を明らかにするため

野外研究を行っている｡今年度はニホンザルにつ

いて,金拳山(採食生態)､眉崎山(個体群動態)､

1)大学院生､2)COE研究員､3)技能補佐員.

4)科研費研究協力者.5)研究生
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嵐山(老齢メスの社会性)において調査を行い､

チベットモンキーについては､行動分析のまとめ

をおこなった｡

H)その他の仰乳類の社会行動研究
加納隆至･大将秀行 ･小林 随 l〉･柳原労央 3)

半野生馬(宮崎県都井岬)､アライグマ(犬山市栗

柄)について社会行動の調査を行い､霊長類とは

異なるタイプの社会についても動物社会学的研究

を行っている｡
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行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 ･藤田和生･友永雅己

研究概要

A)チンパンジーの認知 ･言語機能の比較認知科

学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･金沢 創l)･佐藤 明l)

チンパンジーとヒトを対象に,認知･言語機能

の比較研究を継続しておこなった｡色や数の認識､

図形パターンや表情の認知､一体性の知覚､反応

のまとまり,刺激等価性､認知的負荷の異なる現

題間の選択などのトピックスについて.実験的な

分析をおこなった｡この研究テーマの一部は､大

芝宜昭 (大阪大学院生)と鈴木修司 (北緯道大学

院生)の2人の共同利用研究月との共同研究であ
る｡

B)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異

松沢哲郎

西アフリカのポッソウのチンパンジーの行動と

生態を､夏と冬の時期に現地調査した｡新しい道

央伐用のレパートリーを発見し,道具使用の発達

と文化的伝播について野外実験をおこなった｡そ

の一部は､山越言 (大学院生)､中村徳子 (関西

学院大学大学院生),タチアナ ･ハムル (エディ

ンバラ大学学生)との共同研究である｡

C)チンパンジーのトークン使用 ′

松沢哲郎 ･水谷俊明l)･鈴木修司2)

チンパンジー10個体を対象に､トークン (代理

貨幣)を使用する行動を実験的に分析した｡トー

クンを投入する場所の弁別や､トークンのもつ交

換可能な価値を識別する行動を実験的に分析し

た｡

D)飼育霊長頬の環境エンリッチメント

松沢哲郎 ･熊崎消則3) ･前田典彦3)･竹元博幸1)

飼育霊長類の環境エンリッチメントプログラム

の一貫として､チンパンジーの居住する3つの屋

外運動場に植樹した｡そのうち主たる運動場に植

えた28種140本の植栽樹に対するチンパンジ

ーの採食行動を記録し､採食の選択性が生じる原

因を検討した｡

E)霊長頬の錯視知覚に関する比較心理学的研究
藤田和生

アカゲザルとチンパンジーを対象に､ボンソ錯

視の知覚の分析をおこない､ヒトと比較した｡奥

行き感を持つ背景の効果と､刺激全体の向きの効

果を調べた｡

F)ニホンザルの3次元形状知覚に関する比較認

知科学的分析

藤田和生･金沢 別 1)

異テクスチャ領域検出況超を用いて､陰影によ

る形状知覚を分析した｡陰影の方向による検出の

容易さの違いをヒトと比較した｡

G)スラウェシマカクの種の認知

藤田和生･放逸邦夫4)

インドネシア･スラウェシ島南部において､2

種のスラウェシマカクを対象に､近縁の種の写真

に対する視覚的な好みを調べた｡

1)大学院生､2)共同利用研究員､3)サル類

保健飼育管理施設技官､4)ニホンザル野外観察

施設5)学振特別研究員
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